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SEQUENCE シーケンス
連続した数値の入った配列（表）を作成する
書 式 SEQUENCE（行［,列］［,開始］［,目盛り］）
計算例 SEQUENCE（スタート時刻,レーン数,ナンバーカード）

複数の［スタート時刻］と［レーン数］の表に、［ナンバーカー
ド］で指定した番号を連続で配列する。

機 能 SEQUENCE関数は、指定した範囲に連続した数値（連番）
の一覧表を作成します。［目盛り］には、連続した数値の増分
量を指定することができます。つまり、1、2、3…の連番が、
［目盛り］に「2」を指定すると、1、3、5…のように2増の
数値を入れることができます。［列］［開始］［目盛り］を省略
すると、それぞれの値は「1」となります。この関数は、スピ
ル機能が利用できます（P.354参照）。

使用例 スタート時刻とレーンに対応する選手のゼッケン番号を配列する

下表では、陸上のトラック競技で3つのスタート時刻と4つのレーンの
表に、選手のゼッケン番号（ナンバーカード）を指定します。
この例では、セル範囲［B4：E6］において、セル［B4］にゼッケン番
号の「1001」から連続した番号を配列しています。スピル機能によっ
て、セル［B4］に関数式を入力するだけで、セル範囲［B4：E6］に番
号が自動的に表示されます。

関連 MUNIT …………………………… P.64
RANDARRAY ………………… P.68
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RANDBETWEEN ランダム・ビトウィーン
整数の乱数を生成する 
書 式 RANDBETWEEN（最小値,最大値）
計算例 RANDBETWEEN（1,10）

［1］以上［10］以下の乱数（任意の整数）を返す。

機 能 RAND関数は「実数の乱数」を生成します。それに対して、
RANDBETWEEN関数は［最小値］と［最大値］の範囲で一様
に分布する「整数の乱数」を生成します。
RANDBETWEEN関数を使用すると、下図のように、ワー
クシートの再計算のたびに新しい乱数を発生します。
ÌF9Ôを押すと、新しい関数が生成されます。

使用例

下表では、ランダムな日付をデータとして抽出します。［最小値］と［最
大値］に日付の期間を指定します。なお、日付はシリアル値で表示され
るため、日付形式に設定する必要があります。

関連 RAND …………………………… P.65
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MAXA マックス・エー

データの最大値を求める
書 式 MAXA（値 1［,値 2,…］）

［値1］［値2］…の文字列または論理値も含めた最大値を求め
る。

機 能 MAXA関数は、データの最大値を求めます。このとき、引
数または引数として指定したセルに、数値のほか文字列や論
理値が含まれていても、計算の対象に含みます。文字列と
［FALSE］は［0］、［TRUE］は［1］として計算します。

使用例 最大売上額を求める

下表では、上半期の売上一覧から各店舗の最大売上額をMAXA関数で
求めています。対象を「休業」を含めた最大額が求められます。
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MAX マックス

数値の最大値を求める
書 式 MAX（数値 1［,数値 2,…］）

［数値1］［数値2］…の最大値を返す。

機 能 MAX関数は、数値の最大値を求めます。このとき、引数ま
たは引数として指定したセルに文字列あるいは論理値が含ま
れている場合は無視します。
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MAXIFS マックス・イフス

条件を指定してデータの最大値を求める
書 式 MAXIFS（最大範囲,条件範囲 1,条件 1［,条件範囲 2,

条件 2］,…）
計算例 MAXIFS（税込金額,商品名,検索商品名）

［商品名］のセル範囲にある［検索商品名］の商品に対応する
［税込金額］の数値のうち、最も大きい数値を求めます。

機 能 MAXIFS関数は、指定した検索対象のセル範囲内から複数の
条件を指定して検索し、条件を満たす最大値を返します。最
大126の範囲と
条件のセットを
指定することが
できます。
引数「条件」に使
用できる比較演
算子は、表のと
おりです。

使用例 商品別の最大売上金額を求める

下表では、売上一覧から指定する商品の最大の売上額を求めています。
セル［H1］にセル範囲［B2：B11］で検索する商品名を指定します。
セル範囲［E2：E11］から商品名に合致するセルを検索して、その中
で最大の売上金額を表示します。

演算子 演算名 使用例 結　果 

= 等しい "=2" 2 と同じ

<> 等しくない "<>2" 2 以外

> 大きい ">2" 2 より大きい

< 小さい "<2" 2 より小さい

>= 以上 ">=2" 2 以上

<= 以下 "<=2" 2 以下 
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NETWORKDAYS ネットワーク・デイズ

期間内の稼働日数を求める
書 式 NETWORKDAYS（開始日,終了日［,休日］）
計算例 NETWORKDAYS（"2024/9/1","2024/12/1"）

［2024/9/1］から［2024/12/1］までの稼働日数［65］
日を返す（ここでは土日のみ除外）。

機 能 NETWORKDAYS関数は、2つの日付をシリアル値または
日付文字列で指定し、その2つの日付の間の稼働日数を計算
します。土日の休日のほかに、祝日や公休などを指定するこ
とができます。

使用例 月ごとの営業日数を求める

下表では、月ごとの営業日数を計算しています。土日、土日と祝日、
土日と祝日と公休をそれぞれ除いた営業日数は、NETWORKDAYS関
数の引数［休日］に、「祝日のリスト」（P.149参照）に定義した名前（祝
日、祝日公休）を指定しています。たとえば、セル［F3］には
「=NETWORKDAYS（$B3,$C3,祝日公休）」と入力しています。
 

関連 WORKDAY …………………… P.149
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WORKDAY.INTL ワークデイ・インターナショナル

定休日を除く稼働日数後の日付を求める
書 式 WORKDAY.INTL（開始日,日数［,週末］［,休日］）
計算例 WORKDAY.INTL（"2024/3/1",10,14）

毎週水曜日を定休日（［週末］の［14］）に指定した場合の、
［2024/3/1］のシリアル値［45352］から、稼働日数［10
日後］に当たる稼働日［2024/3/12］のシリアル値［45363］
を返す。

機 能 WORKDAY関数は土日が稼働日から除外されていました
が、WORKDAY.INTL関数は、除外する曜日を［週末］で個
別に指定できます。［週末］は非稼働日を［1］、稼働日を［0］
として7桁の数字で表すことができます。
たとえば、［1000000］と指定すると、月曜日が週末にな
ります。これにより、土日は営業、平日に定休日というパター
ンの稼働日数後の日付を求めることができます。
［週末］に指定する番号は、下表に示します。
 
番　号 曜　日

1（省略） 土、日

2 日、月

3 月、火

4 火、水

5 水、木

6 木、金

7 金、土

番　号 曜　日

11 日

12 月

13 火

14 水

15 木

16 金

17 土

関連 WORKDAY …………………… P.149

03-07

MEMO ｜ 開始日のセル指定

EDATE関数（P.148参照）などで、
すでに日付が入力されている表な
どを利用して、月数後の日付を求
めたという場合は、［開始日］に基
準となるセル値を指定すれば同様
に求めることができます。 03-08
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RATE レート
元利均等返済における利率を求める 
書 式 RATE（期間,定期支払額,現在価値［,将来価値］［,

支払期日］［,推定値］）
計算例 RATE（12,85000,-1000000）

100万円を貸し付け、毎月［85,000］円ずつ［1年間（12
カ月）］で回収するのに必要な月利を求める。12倍して年利
は3.7%となる。

機 能 「現在価値」と「定期支払額」は、「期間」に応じた「利率」を掛
け合わせ続けて「将来価値」を実現します。RATE関数は、こ
の場合の「利率」を求める関数であり、「期間」に対応して決
定されます。

使用例 貸付金の金利を求める

下表は、100万円を貸し付けて1年間で月次返済（85,000円）する場
合の貸付金利を、RATE関数を利用して算出しています。

関連 PMT ……………………………… P.156
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NPER ナンバー・オブ・ピリオド
元利均等返済における支払回数を求める
書 式 NPER（利率,定期支払額,現在価値［,将来価値］［,

支払期日］）
計算例 NPER（0.05/12,-60000,-200000,1000000）

年利［5％］、元金［200,000］円で、毎月［60,000］円を
積み立てる場合に、満期額［1,000,000］円に到達するた
めの積立回数［12.83］を求める。

機 能 「現在価値」と「定期支払額」は、「期間」に応じた「利率」を掛
け合わせ続けて「将来価値」を実現します。NPER関数は、
この場合の「支払回数」を「期間（数）」として求める関数です。

関連 PMT ……………………………… P.156
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ISPMT イズ・ペイメント
元金均等返済における利息を求める 
書 式 ISPMT（利率,期,期間,現在価値）
計算例 ISPMT（0.07/12,2,12,1000000）

［1,000,000］円を借り入れ、年利［7％］で［1年（12カ月）］
で返済する場合の、［2カ月目］の金利［－4,861］円を求める。

機 能 ISPMT関数は、表計算ソフトLotus1-2-3との互換性の維
持のために準備された関数で、元金均等返済の場合に、指定
した期における利息額を求めるのに利用します。
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LAMBDA ラムダ

変数と数式を指定して使用可能な関数を作成する
書 式 LAMBDA（［変数名 1,変数名 2,…］,計算）
計算例 LAMBDA（価格,割引率,ROUND（価格＊（1-割引率）,0））

［変数名］に「価格」と「割引率」の2つの引数名を指定する。［計
算］には割引価格を求める式「ROUND(価格＊(1-割引率),0」
を指定する。

機 能 LAMBDA関数は、変数と計算式を指定してオリジナル関数
を作成します。作成した関数は［関数ライブラリ］に登録して、
通常の関数と同じように使用できます。ただし、使用できる
のは登録したブックのみです。
LAMBDA関数に用意されているヘルパー関数を使用すると、
LAMBDA関数自体を引数として設定することができます。ヘ
ルパー関数には、BYCOL、BYROW（P.200参照）、MAKE 
ARRAY（P.199参 照 ）、MAP（P.201参 照 ）、REDUCE、
SCAN（P.202参照）、ISOMITTED（P.209参照）があります。

使用例 作成したオリジナル関数を登録する

上記の計算例で作成した割引価格を求めるLAMBDA関数を［関数ライ
ブラリ］に登録して、通常の関数と同じように使用できるようにします。
関数名は「DISCOUNT」とします。
［数式］タブの［名前の定義］をクリックして、表示される［新しい名前］
ダイアログボックスに下図のとおり入力し、［OK］をクリックします。
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MAKEARRAY メイク・アレイ

LAMBDA関数を行数と列数の配列に適用する
書 式 MAKEARRAY（行,列,LAMBDA（行,列））
計算例 MAKEARRAY（5,4,LAMBDA（x,y,x＊y））

［行］に「5」、［列］に「4」を指定して、5行4列の配列を作成
する。

機 能 MAKEARRAY関数は、LAMBDA関数のヘルパー関数の1
つです。LAMBDA関数で指定した行と列のサイズの配列を
作成します。作成される配列のサイズは、「行数」×「列数」
となります。［行］または［列］に1未満の値を設定すると、エ
ラー値［#VALUE!］が返されます。

関連 LAMBDA ………………………… P.198

使用例 登録したオリジナル関数を使用する

ここでは、P.198で作成、登録したオリジナル関数（DISCOUNT）を
使って割引価格を求めます。セル［C3］にDISCOUNT関数を入力して、
セル［C6］までコピーします。
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